
大
正
十
五
年
改
訂
版
『
宿
命
』

沖
野
岩
三
郎
の
小
説
「
宿
命
」
は
、
大
正
七
年
九
月
六
日
か
ら
同
年
十

一
月
二
十
二
日
に
か
け
て
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
翌
、
大
正
八
年
十
二
月
二
十
日
に
は
、
福
永
書
店
よ
り
単
行
本
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
版
「
宿
命
」
に
つ
い
て
は
、
手
元
の
資
料
で

は
同
年
十
二
月
三
十
日
の
第
五
版
ま
で
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

角
川
書
店
刊
「
日
本
近
代
文
学
大
系
別
」
（
昭
和
四
十
六
年
）
及
び
教
文

館
刊
「
近
代
日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
全
集
５
」
（
昭
和
五
十
年
）
収
録
の

「
宿
命
」
は
い
ず
れ
も
大
正
八
年
版
「
宿
命
」
を
底
本
と
し
て
編
纂
さ
れ
て

「
宿
命
」

い
つ
③
◎

は
じ
め
に

し
か
し
、
小
説
「
宿
命
」
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
初
版

と
は
別
に
大
正
十
五
年
十
月
十
日
に
福
永
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
改
訂
版

ｌ
大
正
八
年
刊
初
版
本
と
の
比
較
に
お
い
て
Ｉ

が
存
在
す
る
。
初
版
「
宿
命
』
が
出
さ
れ
て
か
ら
約
七
年
後
の
こ
と
で
あ

る
。

な
ぜ
沖
野
は
、
初
版
か
ら
七
年
が
経
過
し
た
こ
の
時
期
に
あ
え
て
改
訂

を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
異
同
が

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
光
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
正
十
五

年
発
行
、
改
訂
版
「
宿
命
」
に
つ
い
て
、
以
下
そ
の
詳
細
を
記
す
こ
と
と

す
る
。

福
森
裕
一



（
一
）
本
文
以
外
の
異
同

大
正
十
五
年
版
「
宿
命
」
（
以
後
、
改
訂
版
）
と
大
正
八
年
版
「
宿

命
」
（
以
後
、
初
版
）
の
異
同
に
つ
い
て

本
書
の
原
稿
、
二
十
字
詰
十
行
一
千
百
八
十
枚

の
内
七
百
七
十
枚
ま
で
は
全
然
大
阪
朝
日
新
聞

の
懸
賞
富
選
小
説
と
し
て
発
表
し
な
か
っ
た
部

分
で
あ
り
ま
す
。
残
除
の
四
百
十
枚
も
除
程
内

容
に
改
霞
を
加
へ
て
あ
り
ま
す
。

富
本
憲
吉
装
蜜

伊
上
凡
骨
彫
刻

著
者
し
る
す

④
改
訂
版
で
は
初
版
で
記
さ
れ
て
い
た

前
篇
懸
愛
観

後
篇
社
会
観

の
表
記
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）

⑤
各
章
の
章
題
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

⑥
本
文
ペ
ー
ジ
数
は
、
初
版
が
訓
ペ
ー
ジ
で
あ
る
の
に
対
し
、
十
五
年

版
は
剛
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

⑦
初
版
・
本
文
最
終
ペ
ー
ジ
の
次
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
富
本
憲
吉
氏
よ
り
著

者
へ
」
と
い
う
一
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
改
訂
版
に
は
な
い
。

⑧
奥
付
け
に
つ
い
て

・
発
行
者
名
が
初
版
は
「
発
行
者
沖
野
岩
三
郎
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
改
訂
版
は
「
発
行
者
福
永
一
良
」
と
な
っ
て
い
る
。

・
初
版
で
は
、
「
発
売
元
福
永
書
店
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
改
訂
版
で

は
「
版
元
福
永
書
店
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

・
改
訂
版
で
は

大
正
八
年
十
二
月
廿
七
日
印
刷

大
正
八
年
十
二
月
三
十
日
発
行

の
後
、
新
た
に
「
大
正
十
五
年
十
月
十
日
改
版
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。

ｇ

Ｌ８

①
表
紙
・
裏
表
紙

富
本
憲
吉
・
伊
上
凡
骨
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
双
方
同
一
で
あ
る
。

②
表
紙
内
側
に
あ
る
次
の
表
記
は
同
一
で
あ
る
。

宿
命
沖
野
岩
三
郎

③
右
記
②
の
次
ペ
ー
ジ
左
右
に
は
初
版
に
次
の
よ
う
な
記
赦
が
見
ら
れ

る
が
、
改
訂
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。



っ
た
。例

え
ば
、
③
の
「
著
者
し
る
す
」
と
い
う
但
し
書
き
は
「
宿
命
』
と
い

う
小
説
の
成
立
過
程
の
一
断
片
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
小
説
の
本
質

的
な
部
分
に
関
す
る
追
記
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
る
。ま

た
、
各
章
の
章
題
は
「
宿
命
」
が
長
編
小
説
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
有

効
に
作
用
し
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

改
訂
版
に
お
け
る
「
負
」
の
側
而
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
で
、
⑩
に
記
し
た
登
場
人
物
五
十
四
名
の
人
物
設
定
は
改
訂
版
で

新
た
に
追
記
さ
れ
て
い
る
。

他
方
で
、
③
の
発
行
者
は
「
沖
野
岩
三
郎
」
か
ら
、
「
福
永
一
良
」
へ
変

更
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
当
時
、
沖
野
の
言
う
「
恐
怖
時
代
」
は
終
馬

し
て
い
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
内
務
省
警
保
局
の
反
応
は
気
が
か
り
な

情
勢
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
万
一
「
宿
命
』
が
発
禁
処
分
を
受
け
る
よ
う

な
事
態
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
出
版
社
側
が
、
沖
野
に
要
請
し
て
発
行
者

を
沖
野
岩
三
郎
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
村

上
文
昭
が
「
沖
野
岩
三
郎
「
宿
命
」
削
除
の
顛
末
１
大
逆
事
件
を
扱
っ
た

朝
日
懸
賞
小
説
ｌ
」
（
関
東
学
院
大
学
・
「
ジ
ュ
リ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ス
」
平

成
十
五
年
四
月
一
日
）
の
中
で
「
著
者
の
書
店
へ
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で

一
一
一
一
一
五

・
定
価
は
、
三
版
で
は
誠
回
五
拾
銭
と
な
っ
て
い
る
が
、
五
版
で
は
威

回
五
拾
銭
の
横
に
「
試
圃
八
拾
銭
」
と
い
う
ゴ
ム
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
改
訂
版
で
は
、
誠
側
八
拾
銭
と
い
う
印
字
が
な
き
れ
て

い
る
。

・
沖
野
の
住
所
も
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

東
京
市
小
石
川
区
宮
下
町
五
十
八
番
地
（
初
版
）

東
京
市
下
落
合
千
五
百
十
番
地
（
改
訂
版
）

⑨
初
版
に
は
本
の
広
告
が
八
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
掲
戦
さ
れ
て
い
る
が
、

改
訂
版
は
二
ペ
ー
ジ
の
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
広
告
内
容
も
同
一

で
は
な
い
。

⑩
改
訂
版
で
は
後
付
の
次
ペ
ー
ジ
に
、
登
場
人
物
（
五
十
四
名
）
の
設

定
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
初
版
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

太
地
お
常
ｌ
未
亡
人

太
地
利
雄
Ｉ
病
隠
遁
者

田
原
満
－
１
ド
ク
ト
ル

以
上
は
、
本
文
以
外
の
異
同
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
③
①

⑤
⑦
が
改
訂
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
来
こ
れ
ら
の
も
の
は
改
訂
版
に
お
い
て
削
除
さ
れ
る
べ
き

性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
作
品
の
櫛
成
上
当
然
残
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ



言
う
ま
で
も
な
く
、
小
説
「
宿
命
」
は
沖
野
の
代
表
作
で
あ
り
、
大
逆

事
件
に
関
連
し
た
中
核
的
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
沖
野
に
は
、
「
宿
命
」
の

他
に
も
多
く
の
大
逆
関
連
の
作
品
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
作
品
を

時
系
列
で
次
に
記
す
。
（
講
演
や
座
談
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
含
む
）

【
沖
野
岩
三
郎
大
逆
事
件
関
連
著
作
等
一
覧
】

大
正
四
年
十
二
月
号

大
正
四
年
九
月
号

（
二
）
改
訂
版
「
宿
命
」
の
時
系
列
的
位
置
づ
け

「
露
西
亜
の
森
の
中
で
殺
さ
れ
た
の
だ
」

（
「
生
活
と
芸
術
」
）

「
一
枚
の
葉
書
と
Ｓ
の
運
命
」（

「
科
学
と
文
芸
」
）

大
正
五
年
一
月
号
「
誤
解
に
対
す
る
心
」
（
「
六
合
雑
誌
」
）

大
正
五
年
四
月
号
「
一
口
の
短
刀
」
（
「
科
学
と
文
芸
」
）

大
正
五
年
五
・
六
・
七
・
九
月
号
「
生
を
賭
し
て
」
（
「
六
合
雑
誌
」
）

（
２
）

大
正
五
年
十
月
号
「
信
仰
生
活
上
忘
れ
ら
れ
ぬ
経
験
」

（
「
六
合
雑
誌
」
）

（
３
）

大
正
七
年
一
一
月
号
「
煉
瓦
の
雨
」
（
「
黒
潮
」
）

大
正
七
年
二
月
号
「
彼
の
僧
」
（
「
大
学
評
論
」
）

大
正
七
年
二
月
号
「
悼
ま
し
き
死
よ
」
（
「
六
合
雑
誌
」
）

大
正
七
年
四
月
号
「
山
鼠
の
如
く
」
（
「
大
学
評
論
」
）

大
正
七
年
九
月
六
日
～
十
一
月
二
十
二
日
「
宿
命
」

（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
連
載
）

大
正
七
年
十
月
号
「
彼
は
死
せ
り
」
（
「
六
合
雑
誌
」
）

（
４
）

大
正
八
年
四
月

「
吉
野
作
造
ら
の
会
に
お
い
て
、
大
逆
事
件
の

真
相
を
三
回
に
わ
た
っ
て
語
る
」

大
正
八
年
五
月
号
「
日
記
を
辿
り
て
」
（
「
新
時
代
」
）

大
正
八
年
八
月
号
「
煤
び
た
提
灯
」
（
「
雄
弁
」
）

大
正
八
年
十
二
月

「
宿
命
」
（
単
行
本
・
福
永
書
店
）

大
正
九
年
十
二
月
号
「
黒
表
の
人
」
（
「
大
観
」
）

（
５
）

大
正
十
二
年
一
一
月
号
「
予
の
一
生
を
支
配
す
る
程
の
大
い
な
る
影
響

を
与
へ
し
人
・
事
件
及
び
思
想
」

凸
○
三
や
②
、

‘
．
｜
ニ
ェ
グ

あ
ろ
う
か
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
も
し
、
沖
野
か
ら
の
申
し
出
で
あ
る
な

ら
ば
初
版
「
宿
命
」
は
沖
野
の
自
費
出
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
出
版
者
側
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

結
果
的
に
初
版
に
対
す
る
、
内
務
省
警
補
局
か
ら
の
指
摘
は
な
く
、
同
程

度
の
内
容
で
あ
れ
ば
発
禁
処
分
を
受
け
る
可
能
性
は
低
く
な
っ
た
た
め
、

改
訂
版
で
は
発
行
者
を
福
永
一
良
に
変
更
し
た
の
で
あ
る
。



（
「
中
央
公
論
」
）

大
正
十
三
年
一
月
～
十
二
月
号
「
悲
し
み
の
極
み
」（

「
婦
人
倶
楽
部
」
）

大
正
十
四
年
八
月
号
～
十
一
月
号
「
わ
れ
患
難
を
見
た
り
」

（
「
婦
人
倶
楽
部
」
）

大
正
十
五
年
十
月

「
宿
命
』
（
改
訂
版
・
福
永
書
店
）

大
正
十
五
年
十
二
月
号
「
考
へ
す
ぎ
る
」
（
「
太
陽
」
）

大
正
十
五
年
「
誰
を
か
怨
み
ん
」

（
「
宿
命
論
者
の
こ
と
ば
」
大
正
十
五
年
十
二
月
福
永
書
店
収
録
）

（
６
）

昭
和
二
十
五
年
二
月
号
「
大
逆
事
件
前
後
」
（
「
文
芸
春
秋
」
）

青
ｊ
）

昭
和
三
十
年
九
・
十
月
号
「
回
想
の
人
々
」
（
「
文
芸
日
本
」
）

明
治
四
十
三
年
五
月
二
十
五
日
、
宮
下
太
吉
・
新
村
忠
雄
が
長
野
県
下

で
逮
捕
さ
れ
る
と
、
そ
の
余
波
は
全
国
各
地
に
広
が
っ
た
。
六
月
五
日
大

石
誠
之
助
が
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
る
と
、
翌
七
月
に
か
け
て
新
宮
を
中
心
と

す
る
紀
州
熊
野
の
地
か
ら
成
石
平
四
郎
・
高
木
顕
明
・
峯
尾
節
堂
・
崎
久

保
誓
一
・
成
石
勘
三
郎
ら
が
相
次
い
で
逮
捕
さ
れ
た
。

当
時
の
取
り
締
ま
り
の
状
況
を
記
し
た
「
社
会
主
義
者
沿
革
」
や
「
特

（
８
）

別
要
視
察
人
状
勢
一
斑
」
に
も
沖
野
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
紀
州
グ

ル
ー
プ
の
首
謀
者
と
目
さ
れ
た
大
石
誠
之
助
と
は
、
特
に
深
い
親
交
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
明
治
四
十
一
年
七
月
幸
徳
秋
水
が
新
宮
を
訪
れ
た
際
に
は
、

幸
徳
と
も
直
接
会
い
熊
野
川
の
舟
遊
び
に
も
同
船
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
沖
野
は
、
こ
れ
ら
の
者
た
ち
と
深
い
親
交
が
あ
っ
た
の
で

家
宅
捜
索
を
受
け
、
警
察
で
の
取
り
調
べ
も
受
け
た
。
し
か
し
沖
野
は
、

奇
跡
的
に
逮
捕
を
免
れ
た
。

な
ぜ
、
当
局
か
ら
重
大
な
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
、
被
告
た
ち
と
も
親
密
な

関
係
に
あ
っ
た
沖
野
だ
け
が
、
逮
捕
を
逃
れ
た
の
か
。

沖
野
自
身
も
、
そ
の
明
確
な
根
拠
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
彼
は
自
ら
の
著
書
や
座
談
の
中
で
い
く
つ
か
の
要
因
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
明
治
四
十
三
年
一
月
、
大
石
宅
で
行
わ
れ
た
新
年
会
に
参
加
し
な
か

っ
た
こ
と
。

三

皇芭

こ
れ
ら
大
逆
事
件
関
連
の
作
品
（
講
演
や
座
談
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

含
む
）
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
大
正
四
年
の
「
露
西
亜
の
森
の
中
で
殺

さ
れ
た
の
だ
」
（
「
生
活
と
芸
術
」
九
月
号
）
に
始
ま
り
大
正
十
五
年
ま
で

断
続
的
に
書
き
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
大
正
十
五
年
を
境
に
そ
の
筆
は
止
め
ら
れ
て

い
る
。
昭
和
二
十
五
年
と
三
十
年
に
も
、
事
件
に
つ
い
て
語
り
、
そ
し
て

記
し
て
は
い
る
が
、
や
は
り
、
大
正
十
五
年
が
一
つ
の
節
目
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。



も
ち
ろ
ん
、
沖
野
の
こ
れ
ら
の
活
動
は
前
述
し
た
「
社
会
主
義
者
沿
革
」

「
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
斑
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
彼
の
直
接
的
活
動
と
み
る
な
ら
ば
、
沖
野
に
は
も

う
一
つ
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
間
接
的
活
動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

②
家
宅
捜
索
の
際
、
本
来
な
ら
ば
彼
の
讐
斎
に
瞳
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
一
冊
の
本
、
幸
徳
秋
水
「
パ
ン
の
掠
取
」
が
、
偶
然
の
出
来
事
に

よ
り
手
元
に
な
か
っ
た
こ
と
。

③
自
ら
が
香
い
た
「
爆
弾
」
と
い
う
脚
本
が
、
幸
運
に
も
警
察
に
押
収

さ
れ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
。

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
逮
捕
さ
れ
た
者
た
ち
が
、
沖
野
に
不
利
な
供

述
を
し
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
沖
野
が
逮
捕
を
免
れ
た
の
は
ま
さ
に

奇
跡
的
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
沖
野
自
身
も
そ
の
こ
と
は
痛
切
に
感
じ
取
っ
て
い
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
高
木
顕
明
・
崎
久
保
誓
一
の
弁
護
を
与
謝
野
寛
を
通
じ
て
平

出
修
に
依
頼
し
、
当
局
の
監
視
の
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
も
被
告
た
ち
に
慰

問
状
を
送
り
、
ま
た
、
大
正
五
年
十
月
に
は
尾
行
が
付
く
と
い
う
困
難
な

状
況
の
下
で
生
き
残
っ
た
者
の
使
命
と
し
て
、
果
敢
に
も
大
石
誠
之
助
の

遺
族
三
人
の
東
京
移
住
に
尽
力
す
る
な
ど
、
被
告
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

沖
野
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
敢
え
て
改
訂
版
「
宿
命
」
を
出
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
来
、
改
訂
版
と
は
初
版
に
お
け
る
不
十
分
な
部
分
を
書
き
改

め
る
（
削
除
・
修
正
）
あ
る
い
は
、
書
き
得
な
か
っ
た
新
た
な
事
実
・
内

容
を
加
筆
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

事
件
の
語
り
部
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
沖
野
は
、
連
座
を
免
れ
た
者
の

責
務
と
し
て
、
無
念
の
死
を
遂
げ
た
者
、
ま
た
、
獄
中
に
つ
な
が
れ
て
い

る
仲
間
の
た
め
に
、
何
と
し
て
も
事
件
の
真
相
を
自
ら
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
思
い
は
、
先
に
挙
げ
た
沖
野
の
大
逆
事
件
関
連
の
多
く
の
著
作
等

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
中
の
中
核
的
作
品
が
「
宿
命
」
な
の
で
あ

る
。

こ
の
「
宿
命
」
の
初
出
は
、
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
（
大
正
七
年
九
月
六
日

か
ら
同
年
十
一
月
二
十
二
日
）
で
あ
り
、
そ
の
後
、
大
正
八
年
単
行
本
『
宿

命
」
、
大
正
十
五
年
改
訂
版
「
宿
命
」
と
二
度
に
及
ぶ
改
稿
が
な
さ
れ
た
。

特
に
、
改
訂
版
「
宿
命
」
は
沖
野
が
自
ら
に
課
し
た
語
り
部
と
し
て
の

役
割
に
実
質
上
の
終
止
符
を
打
っ
た
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
二
度
の
改
稿

の
末
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
異
同
が
注
目
さ
れ
る
。

（
三
）
小
説
本
文
に
お
け
る
異
同

天

遺
族
三
人
の
東
京
移
住
に
尽
力
す
る
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。



沖
野
の
改
訂
版
「
宿
命
」
で
は
、
そ
の
様
な
点
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
、
装
丁
・
ペ
ー
ジ
数
等
本
文
以
外
の
異
同
に
つ
い
て
記
し
た
が
、

こ
こ
で
は
本
文
に
つ
い
て
の
異
同
を
検
証
す
る
。

ま
ず
、
初
版
と
改
訂
版
に
お
け
る
本
文
異
同
は
、
章
を
基
準
と
し
て
み

た
場
合
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
章
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
異
同
内
容
を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

①
助
詞
や
単
語
等
の
加
筆
・
修
正
及
び
削
除

②
短
い
表
現
の
書
き
換
え

③
表
現
の
大
幅
な
智
き
換
え

④
短
い
表
現
の
削
除

⑤
表
現
の
大
幅
な
削
除

⑥
短
い
表
現
の
加
筆

⑦
長
い
表
現
の
加
筆

こ
こ
で
は
、
紙
幅
の
都
合
で
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
そ
の
一
例
を
以
下
に
記
す
。

②
「
短
い
表
現
の
瞥
き
換
え
」
に
つ
い
て

古
い
言
い
ま
わ
し
や
固
い
表
現
が
極
力
避
け
ら
れ
、
ま
た
、
文
章
自

体
が
よ
り
簡
略
化
・
明
瞭
化
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
は
、
沖
野
の
推
敵
が
厳
密
か
つ
詳
細
に
な
さ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

（
例
）

雨
幽
幽

・
お
常
が
待
っ
て
↓
（
そ
こ
に
は
）
お
常
が
待
っ
て
（
「
遺
一
一
一
一
口
」
）

・
議
論
に
一
理
が
あ
る
↓
議
論
に
（
も
）
一
理
が
あ
る
（
「
空
想
」
）

・
裏
の
方
へ
行
っ
た
↓
裏
の
方
へ
（
出
て
）
行
っ
た
（
「
狂
風
」
）

雨
幽
凹

し
ょ
く

縁
組
↓
結
婚
（
「
世
言
」
）
・
卓
↓
テ
ー
ブ
ル
（
「
誘
惑
」
）

せ
つ
ら
ん

階
子
↓
階
段
（
「
誘
惑
」
）
・
雪
隠
へ
↓
用
足
し
に
（
「
山
嵩
」
）

い

こ
せ
き
め
ん

帰
ん
だ
ら
↓
帰
っ
た
ら
（
「
山
嵩
」
）
・
戸
籍
面
↓
戸
籍
簿
（
「
山
嵩
」
）

雨
悩
幽

・
自
分
の
好
む
学
科
を
十
分
修
め
て
↓
自
分
の
好
む
学
科
を
修
め
て

（
「
遺
言
」
）

・
私
も
一
寸
お
見
舞
い
に
↓
私
も
お
見
舞
い
に
（
「
破
約
」
）

や

・
ナ
オ
ミ
は
較
や
暖
昧
に
↓
ナ
オ
ミ
は
暖
昧
に
（
「
破
約
」
）

テミ
ゾし

①
「
助
詞
や
単
語
等
の
加
筆
・
修
正
及
び
削
除
」
に
つ
い
て

全
編
を
通
し
非
常
に
多
く
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
主
な
特
徴
は
、



ほ
ぼ
全
体
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
①
と
同
様
古
い
言

い
ま
わ
し
や
表
記
、
固
い
表
現
が
極
力
避
け
ら
れ
、
明
瞭
で
簡
潔
な
表

現
に
そ
の
多
く
は
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

（
例
）

・
何
時
に
船
が
着
き
ま
せ
う
？
↓
船
は
何
時
に
着
く
ん
で
す
？
（
「
帰

朝
」
）

か
み
ざ
ん
く
ち
超
し

・
妻
君
が
容
喋
を
し
た
↓
女
も
口
を
添
へ
た
（
「
山
嵩
」
）

・
浮
草
の
風
に
吹
か
れ
て
漂
ふ
や
う
に
↓
何
の
あ
て
も
な
く
（
「
運
命
」
）

或
者
は
隣
県
の
方
へ
職
を
求
む
く
く
去
っ
た
Ⅱ
基
本
金
の
権
利
を
放
郷

マ
マ

し
て
Ⅱ
復
帰
し
た
職
工
達
は
一
日
十
銭
宛
の
賃
銀
増
額
で
皆
沈
黙
し
て

了
っ
た
。
（
「
狂
風
」
）

↑

硬
骨
な
十
二
三
名
が
基
本
金
の
権
利
を
放
棄
し
て
隣
県
へ
職
を
求
む
く

く
去
っ
た
だ
け
で
、
残
り
の
職
工
は
み
ん
な
平
均
十
銭
づ
つ
の
賃
銭
増

額
で
元
々
通
り
働
く
こ
と
に
な
り
、
間
も
な
く
工
場
の
煙
突
は
盛
ん
に

黒
い
煙
を
吐
き
は
じ
め
た
。

違
な
い
。
（
「
花
環
」
）

↑

そ
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は
鳴
野
君
が
光
明
寺
に
下
宿
し
て
ゐ
た
頃
、
熊
野

川
で
鮎
を
捕
る
為
に
鉱
山
の
坑
夫
か
ら
内
護
で
買
っ
て
夫
れ
を
風
呂
敷

包
み
に
入
れ
て
光
明
寺
の
仏
塩
の
下
の
戸
棚
へ
隠
し
て
置
い
て
あ
っ
た

の
だ
さ
う
な
。
そ
れ
は
鳴
野
が
正
直
に
申
立
て
、
ゐ
る
と
い
ふ
話
だ
が
、

こ
、
に
一
つ
の
不
思
議
は
、
鳴
野
君
の
申
立
て
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
七
本

だ
と
い
ふ
の
に
、
家
宅
捜
査
の
際
発
見
さ
れ
た
の
は
五
本
し
か
無
か
っ

た
こ
と
で
す
。
と
す
れ
ば
、
其
中
の
二
本
を
誰
か
に
盗
ま
れ
た
に
相
違

な
い
。

一
一
餌
。

③
「
表
現
の
大
幅
な
書
き
換
え
」
に
つ
い
て

す
べ
て
の
章
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
書
き
換

え
に
は
、
加
筆
し
て
内
容
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
に
し
て
い
る
も
の
と
、

文
面
を
簡
略
化
し
て
い
る
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
は

物
語
の
展
開
に
大
き
な
変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。

（
例
）

夫
れ
か
ら
鳴
野
君
の
申
立
を
一
口
に
言
へ
ば
斯
う
な
ん
で
す
。
鳴
野
君

は
熊
野
川
で
鮎
を
捕
る
為
に
鉱
山
の
坑
夫
か
ら
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
七
本

買
っ
た
。
夫
れ
を
風
呂
敷
包
み
へ
入
れ
て
光
明
寺
の
仏
壇
の
下
の
戸
棚

へ
隠
し
て
置
い
て
あ
っ
た
。
所
が
家
宅
捜
査
の
際
発
見
さ
れ
た
の
は
五

本
し
か
無
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
其
中
の
二
本
を
誰
か
に
盗
ま
れ
た
に
相



⑤
「
表
現
の
大
幅
な
削
除
」
に
つ
い
て

暫
ら
く
坂
道
を
厳
て
ゐ
る
と
、
薄
色
の
羽
織
の
女
が
木
の
葉
隠
れ
に
見

え
た
の
で
、
高
い
石
垣
の
上
か
ら
手
巾
を
振
る
と
、
下
か
ら
も
手
巾
を

振
る
ら
し
く
白
い
も
の
が
チ
ラ
ホ
ラ
し
た
。
其
う
ち
何
時
か
又
た
樫
の

小
森
に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
っ
た
か
と
思
ふ
と
、
「
お
待
遠
さ
ま
で
し

た
。
」
と
時
子
は
忽
ち
眼
の
前
に
現
は
れ
て
、
（
「
幻
滅
」
）

↑

高
い
城
壁
の
上
か
ら
坂
道
の
方
を
見
て
ゐ
る
と
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
で
も
振

る
ら
し
く
木
の
葉
が
く
れ
に
白
い
も
の
が
チ
ラ
ホ
ラ
し
た
か
と
思
ふ
と
「
お

待
遠
さ
ま
で
し
た
。
」
と
言
ふ
声
と
と
も
に
薄
色
の
羽
織
を
着
た
時
子
の
姿

が
眼
の
前
に
現
は
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
破
約
」
の
章
で
多
く
み
ら
れ
る
。

中
で
も
こ
の
章
の
最
終
部
は
、
約
三
十
行
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
部
分
は
音
無
と
ナ
オ
ミ
の
会
話
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
二
日
の
旅
」
に
お
い
て
も
、
十
九
行
に
わ
た
る
削
除
箇
所
が
存

在
す
る
。
こ
の
箇
所
は
賢
爾
と
時
子
の
精
神
的
恋
愛
観
に
つ
い
て
の
会

話
の
部
分
で
あ
る
が
、
時
子
の
恋
愛
観
は
他
の
箇
所
で
も
繰
り
返
し
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
削
除
は
他
の
章
と
の
内
容
的
重
複
を
避
け
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
大
幅
な
削
除
の
ね
ら
い
は
、
冗
長
な
文
章
の
簡
略
化
・
明
瞭

化
が
そ
の
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
例
）

「
三
百
円
あ
れ
ば
相
当
な
弁
護
士
も
頼
め
る
し
、
石
塚
君
も
大
喜
び
で
感

謝
し
ま
せ
う
。
」
と
音
無
は
喜
色
を
面
に
瞳
く
つ
、
、
「
金
を
貰
っ
て
お

く
つ譜
か
る
で
は
無
い
が
、
貴
姐
の
や
う
な
人
情
に
厚
い
人
も
あ
る
し
、
時

子
さ
ん
の
や
う
な
昔
の
友
達
を
死
地
に
陥
れ
る
冷
酷
な
人
も
あ
る
し
、

様
々
で
す
ナ
ア
。
」

「
否
エ
、
時
子
さ
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
不
人
情
な
人
ぢ
や
有
り
ま
せ
ん
ワ
。

唯
想
う
申
し
ち
ゃ
失
礼
で
す
が
、
あ
の
方
は
少
し
嫉
妬
心
が
あ
る
や
う

で
す
ワ
。
」

（
中
略
）

両
一

④
「
短
い
表
現
の
削
除
」
に
つ
い
て

ほ
ぼ
す
べ
て
の
章
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
も
文
章
の

簡
略
化
・
明
瞭
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
例
）

・
白
髪
が
多
い
の
で
（
「
遺
言
」
）

・
噂
を
す
れ
ば
影
と
や
ら
（
「
帰
朝
」
）

・
白
魚
の
や
う
な
（
「
空
想
」
）



⑥
「
短
い
表
現
の
加
錐
」
に
つ
い
て

ほ
ぼ
す
べ
て
の
章
で
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
加
筆
に
よ
り
、
文
章
の
明

瞭
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

（
例
）

・
晩
雅
楼
と
い
ふ
小
さ
い
（
「
遺
言
」
）

・
断
腸
の
思
い
で
（
「
逝
言
」
）

・
そ
の
巌
の
上
に
（
「
帰
朝
」
）

本
編
中
で
最
も
長
い
加
筆
部
分
で
あ
る
。

「
若
し
然
う
な
ら
実
に
怪
し
か
ら
ん
。
」

「
そ
り
ゃ
ァ
私
の
邪
推
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
ネ
…
…
」

ナ
オ
ミ
が
何
か
言
ひ
出
さ
う
と
し
た
時
、
「
音
無
君
、
音
無
君
、
」
と
戸

外
か
ら
叫
び
つ
、
、
ガ
ラ
リ
と
格
子
を
開
け
て
飛
込
ん
だ
覚
也
は
、
音

無
に
電
報
を
突
つ
け
た
ま
、
声
が
出
な
か
っ
た
。
（
「
破
約
」
）

（
例
）

「
さ
ァ
、
下
の
座
敷
だ
。
」
と
言
っ
た
検
事
は
先
に
た
っ
て
段
梯
子
を
降

り
た
。

五
人
の
巡
査
も
ど
や
ど
や
と
降
り
て
来
て
、
戸
棚
か
ら
押
入
か
ら
残
ら

ず
調
べ
た
が
何
一
つ
押
収
す
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。

検
事
も
巡
査
も
、
み
ん
な
拍
子
抜
の
し
た
や
う
に
互
ひ
に
顔
を
見
合
っ

て
ゐ
る
時
、
一
人
の
巡
査
が
、
小
い
膳
戸
棚
の
茶
碗
や
小
皿
の
入
っ
て

ゐ
る
抽
出
し
に
手
を
か
け
て
、
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
と
音
を
た
て
な
が
ら
引

出
す
の
を
見
た
検
事
は
、

「
そ
ん
な
所
を
検
く
る
必
要
は
な
い
ぢ
や
な
い
か
。
瀬
戸
物
と
爆
裂
弾
と

を
一
緒
に
樋
く
馬
鹿
も
あ
る
ま
い
。
」

と
云
っ
て
に
っ
こ
り
笑
っ
た
。

爆
裂
弾
と
聞
い
た
音
無
の
心
は
、
言
ひ
や
う
の
な
い
錯
誤
と
軸
倒
を
感

じ
て
思
は
ず
失
笑
し
た
。

「
え
？
あ
な
た
方
は
私
の
所
へ
爆
裂
弾
を
探
し
に
ゐ
ら
し
っ
た
ん
で
す

か
。
そ
れ
な
ら
ど
う
ぞ
十
分
に
お
調
べ
下
さ
い
。
」

音
無
の
言
葉
に
は
潮
笑
と
郷
揃
と
が
交
っ
て
ゐ
た
。

田
村
検
事
は
自
分
の
失
言
を
ご
ま
か
す
や
う
に
、
（
「
行
方
」
）

一

酉
一一一

⑦
「
長
い
表
現
の
加
蕊
」
に
つ
い
て

特
に
「
行
方
」
の
章
に
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
音
無
が
家
宅
捜
索

を
受
け
た
と
き
の
様
子
や
、
瞥
察
で
の
取
調
べ
の
様
子
等
が
加
筆
に
よ

っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
加
筆
に

よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
へ
の
大
き
な
影
騨
は
み
ら
れ
な
い
。
以
下
は
、



（
四
）
初
版
「
哀
別
」
「
破
約
」
に
お
け
る
削
除
箇
所
に
つ
い
て

の
結
果
、
明
治
四
十
二
年
発
布
の
新
聞
紙
法
の
安
寧
秩
序
・
風
俗
壊
乱
の

（
９
）

恐
れ
あ
り
と
い
う
理
由
か
ら
、
そ
の
連
載
が
、
一
時
取
り
や
め
に
な
っ
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
彼
が
こ
れ
ら
の
法
律
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

実
際
、
文
学
史
を
見
て
も
当
時
の
状
況
は
決
し
て
楽
観
的
な
も
の
で
は

サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

な
く
、
大
正
八
年
に
は
土
山
蓑
夫
「
怠
業
」
や
賀
川
豊
彦
「
労
働
者
崇
拝

論
」
、
西
川
百
子
の
歌
集
「
無
産
者
」
等
が
、
安
寧
秩
序
妨
害
で
発
禁
処
分

を
受
け
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
検
閲
状
況
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
大
正
八
年
、
沖
野
の
「
宿
命
」
は
「
哀
別
」

の
章
「
…
…
以
下
原
稿
紙
八
十
四
枚
削
除
…
…
」
及
び
「
破
約
」
の
章

「
…
…
以
下
原
稿
紙
二
十
五
枚
削
除
…
…
」
の
削
除
箇
所
を
埋
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
ま
ま
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
初
版
で
削
除
さ
れ
た
箇
所
が
、
七
年
後
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
か
は
、
興
味
深
く
、
か
つ
重
要
な
点
で
あ
る
。
過
去
、
沖

野
の
「
宿
命
」
を
論
じ
た
研
究
者
た
ち
も
、
少
な
か
ら
ず
こ
の
点
に
注
目

し
沖
野
の
現
存
す
る
原
稿
の
中
に
そ
れ
を
見
出
そ
う
と
し
た
。

（
い
）

し
か
し
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
「
宿
命
」
原
稿
で
も
そ
の
箇
所
は

削
除
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
明
治
学
院
図
書
館
所
蔵
原
稿
で
も
そ
の
箇
所

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
改
訂
版
に
お
け
る
削
除
箇
所
の
扱
い
は
注
目
さ
れ

●

Ｊｑ
－ざ
一

Ｉ
「
哀
別
」
の
章
「
…
…
以
下
原
稿
紙
八
十
四
枚
削
除
…
…
」

大
正
十
五
年
の
改
訂
版
に
お
い
て
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
初
版
・
後

編
「
哀
別
」
の
章
「
…
…
以
下
原
稿
紙
八
十
四
枚
削
除
…
…
」
及
び
「
破

約
」
の
章
「
…
…
以
下
原
稿
紙
二
十
五
枚
削
除
…
…
」
の
削
除
箇
所
で
あ

る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
「
哀
別
」
「
破
約
」
に
お
け
る
削
除
箇
所
は
、
大
逆

事
件
に
触
れ
た
で
あ
ろ
う
重
要
箇
所
で
あ
り
、
事
件
の
真
相
を
色
濃
く
反

映
し
て
い
た
た
め
、
大
正
八
年
時
点
に
お
い
て
沖
野
が
書
き
表
す
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
部
分
で
あ
る
。

沖
野
自
ら
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
恐
怖
時
代
」
は
明
治
四
十
三
年
か
ら
大

正
六
年
ま
で
で
あ
り
、
こ
の
大
正
八
年
に
は
少
な
く
と
も
彼
の
身
に
重
大

な
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
か
ら
は
抜
け
出
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
沖
野
は
す
べ
て
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
明
治
二
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
出
版
法
は
昭
和
九
年
に
一
部
改
正

が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
終
戦
ま
で
厳
然
と
し
て
生
き
て
お
り
、
ま
た
、
そ

の
規
制
は
大
き
な
重
圧
と
な
っ
て
い
た
。

特
に
沖
野
の
「
宿
命
」
に
関
し
て
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
懸
賞
小
説

で
二
等
入
選
を
果
た
し
な
が
ら
、
そ
の
原
稿
が
内
務
省
警
保
局
の
内
検
閲



「
こ
ん
な
事
を
御
尋
ね
す
る
の
は
甚
だ
失
礼
で
す
が
…
…
」
と
音
無
は

少
し
く
蹄
路
し
て
、
「
中
村
さ
ん
や
根
本
さ
ん
が
、
何
ん
な
事
を
な
さ

こ
こ
に
登
場
す
る
中
村
は
幸
徳
秋
水
で
あ
り
、
根
本
は
新
村
忠
雄
の
こ

と
で
あ
る
。
「
宿
命
」
で
は
、
「
中
村
、
根
本
初
メ
男
七
名
女
一
名
共
謀
シ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

英
領
新
嘉
波
ニ
テ
秘
密
出
版
ヲ
ナ
シ
過
激
ナ
ル
行
動
ヲ
ナ
サ
ン
ト
シ
タ
ル

コ
ト
発
覚
シ
」
（
行
方
）
と
あ
る
よ
う
に
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
た
め
架
空

の
事
件
を
作
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
本
質
は
大
逆
事
件
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
い
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

た
く
ら

っ
た
の
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
の
人
達
が
何
だ
か
企
画
み
な
さ
っ
た

策
源
地
へ
向
け
て
御
出
発
な
さ
る
と
い
ふ
事
に
就
い
て
は
、
何
だ
か

私
に
も
変
に
思
は
れ
な
い
で
も
無
い
の
で
…
…
」

「
夫
れ
は
御
尤
も
な
御
尋
ね
だ
。
し
か
し
僕
は
何
も
行
先
を
新
嘉
波
と

決
め
た
訳
ぢ
や
ア
無
い
。
印
度
へ
行
く
や
ら
モ
ス
ク
ワ
へ
行
く
や
ら
、

僅
か
ば
か
り
知
っ
て
居
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
杖
に
世
界
中
の
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
を
尋
ね
て
廻
る
や
ら
…
…
そ
し
て
君
、
僕
が
あ
の
中
村
や
根

な
ど

本
等
の
事
件
と
関
係
し
て
居
る
だ
ら
う
杯
と
い
ふ
心
配
は
決
し
て
Ｉ
し

な
い
で
下
さ
い
。
夫
り
や
大
丈
夫
だ
か
ら
、
僕
も
さ
う
ま
で
空
想
家

に
は
な
り
得
な
い
ん
だ
か
ら
。
し
か
し
、
万
一
僕
と
彼
等
と
の
間
に

何
等
か
の
引
懸
り
が
出
来
る
と
し
て
も
、
夫
れ
は
丁
度
君
の
下
駄
や

東
家
の
ス
ト
ー
ヴ
や
石
塚
君
の
麦
の
粉
と
同
じ
だ
と
思
っ
て
呉
れ
給

へ
。
」

一
一
四
四

る
。

ま
ず
、
初
版
に
お
け
る
削
除
箇
所
は
二
か
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

「
哀
別
」
の
章
は
、
全
二
十
七
章
中
、
最
も
短
い
章
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
章
末
に
記
さ
れ
た
原
稿
枚
数
八
十
四
枚
に
も
及
ぶ
削
除
箇
所

が
存
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
「
宿
命
」
中
最
も
長
い
章

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

「
哀
別
」
の
章
の
概
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

田
原
が
日
本
を
発
つ
決
意
を
固
め
自
宅
を
後
に
し
た
日
、
音
無
は
田
原

の
家
を
訪
ね
る
。
音
無
は
、
前
日
の
夜
、
田
原
か
ら
日
本
を
発
つ
こ
と
を

聞
か
さ
れ
て
い
た
。
田
原
の
説
明
に
よ
る
と
妻
・
貞
子
に
対
し
て
は
、
「
一

寸
東
京
ま
で
、
中
村
や
根
本
に
面
会
に
行
く
」
と
伝
え
て
あ
る
が
、
「
し
か

し
ネ
、
あ
ん
ま
り
何
で
も
無
い
や
う
な
事
を
言
っ
て
安
心
さ
せ
て
置
い
て

も
却
っ
て
可
哀
さ
う
だ
か
ら
、
都
合
に
よ
れ
ば
自
分
も
何
か
の
引
懸
り
で

一
二
ヶ
月
未
決
に
投
り
込
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
．
…
：
位
な
事
は
灰
め
か

し
て
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
行
き
先
や
事
件
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
章
「
行
方
」
の
音

無
と
の
会
話
の
中
で
田
原
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。



音
無
は
卓
子
の
上
に
両
肘
を
突
い
て
ガ
ッ
ガ
ッ
と
顕
へ
て
ゐ
た
。

（
肌
）

「
夫
れ
か
ら
私
は
帰
り
途
で
、
あ
の
一
一
軒
茶
屋
の
所
で
鴫
野
さ
ん
に
会

ひ
ま
し
た
。
陣
が
三
挺
、
前
の
偉
に
は
平
野
刑
事
、
後
の
律
に
は
宇

田
部
長
が
乗
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
陣
が
摺
れ
違
っ
た
時
、
私
は
（
あ
、

鴫
野
さ
ん
！
）
と
声
を
掛
け
た
の
で
す
が
、
丁
度
降
り
坂
で
し
た
か

ら
、
御
互
ひ
に
振
返
っ
た
だ
け
で
…
…
」

「
え
？
あ
の
鳴
野
君
？
」
音
無
が
態
と
元
気
よ
く
話
か
け
よ
う
と
し
た

時
、
チ
リ
ン
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
鈴
の
音
が
し
て
、
玄
関
で
「
号
外
！
」

と
い
ふ
声
が
聞
え
た
。
貞
子
も
音
無
も
思
は
ず
言
合
し
た
や
う
に
玄

関
へ
出
て
行
っ
た
。

「
先
ア
、
あ
の
中
村
さ
ん
達
の
…
…
」

貞
子
は
号
外
を
握
っ
た
ま
ま
畳
の
上
に
投
げ
ら
れ
た
や
う
に
坐
っ
た
。

…
…
以
下
原
稿
紙
八
十
四
枚
削
除
…
…

（
初
版
「
宿
命
」
）

お
そ
ら
く
こ
の
章
で
は
、
八
十
四
枚
に
及
ぶ
削
除
箇
所
こ
そ
が
事
件
の

核
心
に
触
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
正
八
年
時
点

で
は
、
ま
だ
そ
の
箇
所
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
か
ら
七
年
後
、
大
正
十
五
年
の
改
訂
版
で
、
そ
の
箇
所
が

ど
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い
る
か
は
重
要
な
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
改
訂
版
の
章
末
部
分
を
次
に
記
す
。

音
無
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
両
肱
を
突
い
て
が
つ
が
つ
と
顕
へ
て
ゐ
た
。

「
そ
れ
か
ら
私
は
帰
り
し
な
、
あ
の
二
軒
茶
屋
の
所
で
鳴
野
さ
ん
に
会

ひ
ま
し
た
。
陣
が
三
挺
、
前
の
陣
に
は
平
野
刑
事
、
後
の
仲
に
は
宇

田
部
長
が
乗
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
偉
が
摺
れ
違
っ
た
時
、
私
は
（
あ
、

鳴
野
さ
ん
！
）
と
声
を
掛
け
た
の
で
す
が
、
丁
度
降
り
坂
で
し
た
か

ら
、
お
た
が
ひ
に
振
返
っ
た
だ
け
で
・
・
・
…
」

「
え
？
あ
の
鳴
野
君
？
」
音
無
が
態
と
元
気
よ
く
話
し
か
け
よ
う
と
し

た
時
、
玄
関
で
「
号
外
！
」
と
叫
ぶ
声
が
聞
え
た
。
貞
子
も
音
無
も

思
は
ず
言
合
し
た
や
う
に
一
緒
に
玄
関
へ
出
て
行
っ
た
。

「
ま
ア
、
あ
の
中
村
さ
ん
た
ち
の
…
…
」

貞
子
は
号
外
を
握
っ
た
ま
、
畳
の
上
に
投
げ
ら
れ
た
や
う
に
坐
っ
た
。

二
人
の
眼
の
前
に
は
陰
謀
、
中
村
、
無
政
府
、
田
原
、
爆
弾
、
鳴
野
、

放
火
な
ど
の
真
黒
い
二
号
活
字
が
、
縦
横
に
ち
ら
つ
い
た
。

・
一
ｕ
ｆ

－
ｊ
。
。
〃

訪
ね
て
き
た
音
無
に
対
し
、
田
原
の
妻
・
貞
子
は
今
朝
東
京
の
方
に
行

く
と
い
う
夫
を
三
轄
崎
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
田
原
自

身
が
中
村
や
根
本
に
面
会
に
行
く
と
言
っ
て
い
た
こ
と
や
旅
館
に
は
刑
事

や
署
長
が
居
た
こ
と
な
ど
を
話
し
た
後
、
田
原
が
縄
で
縛
ら
れ
て
い
る
幻

を
見
た
と
話
す
。
そ
し
て
、
章
末
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。



（
改
訂
版
「
宿
命
」
）

Ⅱ
「
破
約
」
の
章
「
…
…
以
下
原
稿
紙
二
十
五
枚
削
除
…
…
」

次
に
も
う
一
つ
の
削
除
箇
所
、
「
破
約
」
の
章
に
つ
い
て
の
初
版
に
お
け

る
概
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

田
原
が
故
郷
を
離
れ
た
三
ヶ
月
後
か
ら
話
は
始
ま
る
。
太
地
家
の
者
た

ち
が
、
田
原
と
の
関
係
に
つ
い
て
警
察
で
の
取
り
調
べ
を
受
け
る
。
特
に

（
唯
）賢
爾
は
、
中
村
と
の
関
係
を
尋
問
さ
れ
た
と
い
う
。
賢
爾
の
話
に
よ
る
と
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
村
と
田
原
を
中
心
と
し
た
新
嘉
波
で
の
秘
密
出
版
事
件
を
瞥
察
は
調
べ

て
い
る
ら
し
い
。

ま
た
、
太
地
家
を
訪
れ
た
音
無
（
沖
野
）
は
、
ナ
オ
ミ
か
ら
太
地
家
の

一
人
娘
・
須
基
子
と
石
塚
の
婚
約
が
、
今
回
の
事
件
と
の
関
連
で
破
棄
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。

音
無
と
ナ
オ
ミ
が
話
し
込
ん
で
い
る
と
、
電
報
を
握
り
し
め
た
石
塚
が

こ
の
点
か
ら
は
、
改
訂
版
「
宿
命
」
が
大
逆
事
件
に
ほ
ん
の
僅
か
で
も

踏
み
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
最
も
重
要

な
、
八
十
四
枚
に
も
及
ぶ
削
除
箇
所
は
依
然
と
し
て
復
元
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

結
局
、
そ
の
記
事
の
内
容
は
ま
っ
た
く
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

田
原
や
鳴
野
が
事
件
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
は
不
明
の
ま
ま
「
哀
別
」
の
章
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
一
餌
《
〈

こ
の
両
者
の
比
較
か
ら
は
、
細
か
な
異
同
は
あ
る
が
「
貞
子
は
号
外
を

握
っ
た
ま
ま
畳
の
上
に
投
げ
ら
れ
た
や
う
に
坐
っ
た
。
」
ま
で
は
ほ
ぼ
同
一

で
あ
る
。

そ
の
後
、
初
版
で
は
「
…
…
以
下
原
稿
紙
八
十
四
枚
削
除
…
…
」
と
削

除
表
示
が
あ
る
の
に
対
し
、
改
訂
版
で
は
「
二
人
の
眼
の
前
に
は
陰
謀
、

中
村
、
無
政
府
、
田
原
、
爆
弾
、
鳴
野
、
放
火
な
ど
の
真
黒
い
二
号
活
字

が
、
縦
横
に
ち
ら
つ
い
た
。
」
と
い
う
部
分
が
新
た
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

初
版
で
は
、
号
外
の
内
容
が
中
村
（
幸
徳
秋
水
）
た
ち
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
推
測
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
改
訂
版
で
は
、
新
た
に
田
原
・
鳴
野
の
名
と
、
陰
謀
・
無
政

府
・
爆
弾
・
放
火
な
ど
の
言
葉
が
加
筆
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
件
に
何

ら
か
の
形
で
田
原
と
鳴
野
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
こ
に
加
え
ら
れ
た
新
た
な
人
物
名
田
原
（
大

石
誠
之
助
）
・
鳴
野
（
成
石
平
四
郎
）
は
、
大
逆
事
件
の
被
告
で
あ
り
、
陰

謀
・
無
政
府
・
爆
弾
・
放
火
な
ど
も
放
火
を
除
け
ば
大
逆
事
件
の
キ
ー
ワ

ー
ド
と
結
び
つ
く
言
葉
で
あ
る
。



飛
び
込
ん
で
き
て
田
原
の
死
を
知
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
「
…
…

以
下
原
稿
紙
二
十
五
枚
削
除
…
：
．
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

初
版
「
破
約
」
の
章
の
末
尾
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
で
は
、
と
に
か
く
御
厚
意
を
伝
へ
ま
せ
う
、
」
と
音
無
は
包
み
を
片

ナ
オ
ミ
が
何
か
言
ひ
出
さ
う
と
し
た
時
、
「
音
無
君
、
音
無
君
、
」

と
戸
外
か
ら
叫
び
つ
つ
、
ガ
ラ
リ
と
格
子
を
開
け
て
飛
込
ん
だ
覚
也

は
、
音
無
に
電
報
を
突
つ
け
た
ま
ま
声
が
出
な
か
っ
た
。

漸
と
の
事
に
喉
笛
の
破
裂
け
る
や
う
な
声
を
甲
走
ら
し
て
「
田
原

先
生
が
死
ん
だ
！
」

「
：
…
・
以
下
原
稿
紙
二
十
五
枚
削
除
…
…
」

（
初
版
「
宿
命
」
）

双
方
の
比
較
で
は
、
削
除
部
分
に
至
る
章
末
の
部
分
が
、
微
妙
に
加
筆

修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
内
容
的
な
変
更
を

も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
田
原
先
生
が
死
ん
だ
！
」
（
大
正
八

年
）
以
下
の
削
除
部
分
が
、
数
行
に
わ
た
り
加
誰
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
、
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
音
無
・
ナ
オ
ミ
と
覚
也
の
様
子
、
そ
し
て

「
田
原
先
生
も
、
中
村
君
も
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
っ
た
！
」
と
い
う
覚
也
の

寄
せ
た
時
、
が
ら
り
と
表
戸
を
引
明
け
て
入
っ
て
来
た
の
は
覚
也
で

あ
っ
た
。
手
に
は
電
報
の
送
達
紙
を
握
っ
て
ゐ
る
。

「
石
塚
君
、
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

音
無
は
た
だ
な
ら
ぬ
覚
也
の
容
子
に
鷲
か
さ
れ
な
が
ら
問
う
た
。
覚

也
は
送
達
紙
を
二
人
の
前
に
投
げ
出
し
な
が
ら
、
や
シ
と
の
事
で
喉

笛
の
張
り
裂
け
る
や
う
な
声
で

「
田
原
先
生
が
死
ん
だ
！
」
と
叫
ん
だ
。

「
え
ッ
！
」

音
無
も
ナ
オ
ミ
も
塑
像
の
や
う
に
固
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
田
原
先
生
も
、
中
村
君
も
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
っ
た
！
」

覚
也
は
狂
っ
た
人
の
や
う
に
、
身
を
も
だ
え
な
が
ら
も
一
度
叫
ん
で

畳
の
上
に
突
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。

（
改
訂
版
「
宿
命
」
）

品
叫
上

畢
露
’
一

こ
こ
で
は
、
「
田
原
先
生
が
死
ん
だ
！
」
と
い
う
事
実
の
み
で
、
そ
の
経

緯
等
は
一
切
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
「
…
…
以
下
原
稿
紙
二
十
五
枚
削
除

…
…
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
唐
突
な
も
の
で
あ
り
、

物
語
の
構
成
上
も
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
改
訂
版
に
お
い

て
は
ど
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

改
訂
版
「
破
約
」
の
章
末
部
分
を
次
に
記
す
。



こ
の
論
考
で
は
、
大
正
八
年
に
出
さ
れ
た
初
版
「
宿
命
」
と
大
正
十
五

年
に
出
さ
れ
た
改
訂
版
「
宿
命
」
に
つ
い
て
の
異
同
を
、
本
文
と
本
文
以

外
の
箇
所
、
ま
た
、
本
文
に
お
い
て
は
「
哀
別
」
「
破
約
」
に
お
け
る
大
幅

な
削
除
箇
所
に
つ
い
て
検
証
を
加
え
た
。

本
文
以
外
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
前
編
・
後
編
の
表
記
や
各
章
題
、
表

紙
画
の
作
者
「
富
本
憲
吉
氏
よ
り
著
者
へ
」
と
い
う
一
文
及
び
「
著
者
し

る
す
」
等
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
改
訂
版
に
お
い
て
削
除
さ
れ
て
お
り
、
総

体
的
な
見
地
か
ら
も
残
念
な
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
本
文
以
外
で
は
、
五
十
四
名
も
の
登
場
人
物
の
設
定
が
簡
単
に

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
複
雑
な
「
宿
命
」
を
読
む
上
で
有
用
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
設
定
は
、
大
正
十
五
年
七
月
十
四
日
に
沖
野
か
ら
当

時
の
帝
国
図
書
館
（
現
・
国
立
国
会
図
書
館
）
に
寄
贈
さ
れ
た
沖
野
岩
三

郎
「
宿
命
」
原
稿
に
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
音
無
や
田
原
と
い
っ
た

特
に
主
要
な
人
物
に
限
ら
れ
て
お
り
、
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

て
も
、
な
お
事
件
の
真
相
を
語
る
こ
と
の
難
し
さ
と
、
沖
野
及
び
小
説
「
宿

命
」
の
限
界
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
最
後
に

ＩＪｕ
ノＬ

言
葉
で
あ
る
。
三
人
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
別
段
取
り
立
て
る
ま
で
も
な

い
が
、
「
田
原
先
生
が
死
ん
だ
！
」
か
ら
「
「
田
原
先
生
も
、
中
村
君
も
み

ん
な
死
ん
で
し
ま
っ
た
！
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
。
こ
こ

で
言
う
と
こ
ろ
の
「
み
ん
な
」
と
は
、
物
語
の
流
れ
か
ら
田
原
（
大
石
誠

之
助
）
、
中
村
（
幸
徳
秋
水
）
の
他
に
鴫
野
（
成
石
平
四
郎
）
及
び
根
本

（
新
村
忠
雄
）
の
こ
と
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
全
員
大
逆

事
件
の
被
告
で
あ
り
、
裁
判
に
お
い
て
恩
赦
が
認
め
ら
れ
ず
死
刑
を
言
い

渡
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
改
訂
版
に
お
い
て
沖
野
は
、
田
原
以
外
の
者
た
ち
の
死
を

何
と
か
記
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
改
訂
版
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
死
ん
だ
」
と
い
う
事
実
の
み

で
、
な
ぜ
田
原
や
他
の
者
た
ち
が
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
、
核
心
部
分
に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
事
件
と
の
関

連
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
削
除
箇
所
の
復
元
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。

お
そ
ら
く
、
二
十
五
枚
に
及
ぶ
削
除
原
稿
に
は
、
そ
の
点
が
詳
細
に
記

さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
改
訂
版
に
お
い

て
も
「
哀
別
」
と
同
様
「
破
約
」
の
削
除
箇
所
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

そ
こ
か
ら
は
、
大
逆
事
件
か
ら
十
五
年
が
経
っ
た
大
正
十
五
年
に
お
い



こ
れ
ら
名
前
の
変
更
が
な
ぜ
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
明
確
な
根
拠
は
不

明
で
あ
る
が
、
多
く
の
名
前
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
沖
野
が
意

図
的
に
こ
れ
ら
を
行
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

前
記
の
「
四
村
百
蔵
」
に
関
し
て
は
「
考
え
す
ぎ
る
」
（
大
正
十
五
年
十

二
月
号
「
太
陽
」
）
で
田
辺
地
方
裁
判
所
支
部
の
「
田
村
四
郎
作
」
で
あ
っ

た
と
記
し
て
お
り
、
ま
た
、
「
倉
田
」
か
ら
「
大
倉
」
へ
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
そ
の
モ
デ
ル
が
、
当
時
沖
野
が
牧
師
を
務
め
て
い
た
新
宮
教
会
の
信

者
・
小
倉
米
彦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
名
前
が
よ
り
実
名
に
近
い

も
の
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
読
者
に
こ
の

物
語
を
よ
り
リ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
伝
え
た
い
と
い
う
、
沖
野
の
精
一
杯

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
彼
の
そ
の
思
い
は
、
十
分
な
結
実
と
な
っ
て
表

。
皆
川
正
己
（
「
失
敗
」
）
↓
荒
川
重
人

・
湯
桁
（
「
失
敗
」
）
↓
湯
桁
牧
太
郎

・
加
藤
年
蔵
（
「
失
敗
」
）
↓
佐
藤
年
蔵

・
山
田
部
長
（
「
失
敗
」
）
↓
加
納
巡
査

ｏ
四
村
百
蔵
（
「
行
方
」
）
↓
田
村
周
作

・
倉
田
（
「
行
方
」
）
↓
大
倉

・
木
田
（
「
上
京
」
「
同
情
」
）
↓
北
井

似可

ノし

ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
は
①
～
⑦
の
項
目
に
分
類
し
そ
の
断
片
を
示
し

た
が
、
全
編
を
通
し
多
く
の
異
同
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
異

同
は
主
題
や
内
容
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
多
く

は
古
め
か
し
い
表
現
を
書
き
改
め
、
文
章
自
体
を
簡
略
化
・
明
瞭
化
す
る

こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
概
要
は
、
先
に
記
し

た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

「
其
時
彼
の
心
に
は
自
分
は
牧
師
で
あ
る
と
い
ふ
用
心
の
楯
を
持
ち
出
し

て
ゐ
た
。
」
（
初
版
「
空
想
」
）
が
改
訂
版
で
は
「
其
時
彼
は
も
う
堅
牢
な
楯

を
心
に
用
意
し
て
ゐ
た
。
」
と
「
牧
師
」
と
い
う
言
葉
が
削
除
さ
れ
て
い

る
。
「
宿
命
」
で
は
、
音
無
が
牧
師
で
あ
る
と
い
う
設
定
に
変
わ
り
は
な
い

が
、
大
正
十
五
年
当
時
、
沖
野
は
も
う
牧
師
を
退
い
て
い
た
た
め
、
こ
の

よ
う
な
異
同
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
章
で
は
「
宿
命
的
の
唯
物
論
者
」
が
「
宿
命
論
者
」
と
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
沖
野
は
、
こ
の
改
訂
版
が
出
さ
れ
た
大
正
十
五
年

「
宿
命
論
者
の
こ
と
ば
」
（
福
永
書
店
刊
）
と
い
う
随
想
集
を
出
版
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
自
ら
を
「
宿
命
論
者
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
改
訂
版
で
は
、
当
時
の
沖
野
の
状
況
を
反
映
さ
せ
た
異

同
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
他
、
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
改
訂
版
に
多
く
見
ら
れ
る
名
前

の
変
更
が
挙
げ
ら
れ
る
。



わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
『
宿
命
」
に
お
け
る
最
大
の
注
目
点
「
哀
別
」
と
「
破
約
」
に

お
け
る
原
稿
枚
数
百
九
枚
に
も
及
ぶ
削
除
箇
所
が
改
訂
版
に
お
い
て
も
復

元
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

改
定
版
の
出
さ
れ
た
大
正
十
五
年
は
、
大
逆
事
件
か
ら
す
で
に
十
五
年

が
経
過
し
て
お
り
、
事
件
に
対
す
る
人
々
の
関
心
も
薄
ら
い
で
い
た
。

し
か
し
、
国
家
権
力
に
よ
る
言
論
統
制
は
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、

（
皿
）出
版
法
に
基
づ
く
取
締
り
は
、
大
正
十
四
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
治
安
維

持
法
と
あ
い
ま
っ
て
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
。

ま
た
、
大
日
本
帝
国
憲
法
下
で
の
大
逆
罪
も
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
お

り
、
人
々
の
記
憶
か
ら
大
逆
事
件
の
記
憶
が
薄
れ
よ
う
と
も
、
天
皇
に
対

す
る
謀
反
は
最
も
重
大
な
罪
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
様
な
状
況
下
で
は
普
籍
・
雑
誌
・
新
聞
等
を
問
わ
ず
、

大
逆
事
件
の
核
心
に
触
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
、
被
告
た
ち
に
つ

い
て
触
れ
る
こ
と
も
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
大
正
十
五
年
八
月
吟

こ
こ
か
ら
は
、
大
逆
事
件
に
関
連
す
る
出
版
が
、
い
か
に
厳
し
い
状
況

で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
「
機
が
漸
く
熟
し
」
「
自
身
責
任
を
負

ふ
て
」
出
さ
れ
た
「
幸
徳
秋
水
文
集
号
」
も
結
局
、
安
寧
秩
序
妨
害
で
発

禁
処
分
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
書
の
編
集
後
記
で
岡
陽
之
助
も
「
こ
の
際
秋
水
の
こ
と
に
就

色
々
の
人
々
が
様
々
の
方
法
で
其
の
発
行
を
企
て
、
色
々
の
故
障

様
々
の
理
由
で
何
時
も
中
止
と
な
る
の
が
幸
徳
秋
水
文
集
で
あ
る
。

秋
水
随
筆
集
は
数
年
前
？
に
随
筆
社
？
（
当
時
）
の
新
居
格
君
に

依
て
企
て
ら
れ
同
じ
く
中
止
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
で
、
本
年
二
月
解

放
社
が
本
邦
唯
一
の
群
普
発
行
を
企
ん
だ
時
コ
レ
ハ
ど
う
か
と
持
込

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

爾
来
幾
月
、
中
川
敏
夫
君
が
輯
集
を
岡
陽
之
助
君
が
編
集
を
主
撚

し
、
其
筋
の
其
辺
へ
お
百
度
を
踏
ん
だ
が
、
定
石
で
は
同
じ
く
到
底

駄
目
と
し
て
中
止
の
外
な
く
な
っ
た
。

此
秋
此
際
解
放
社
で
は
年
来
の
願
望
四
六
解
放
発
刊
の
機
が
漸
く

軌
ふ
し
た
。

（
中
略
）

乃
ち
秋
水
随
筆
を
登
用
し
て
創
刊
号
の
太
陽
と
し
、
自
身
責
任
を
負

ふ
て
厳
閲
英
断
、
以
て
舷
に
之
れ
を
世
に
問
ふ
事
と
し
た
。

一
・
五
○

そ
の
こ
と
は
、
大
正
十
五
年
八
月
に
発
行
さ
れ
た
「
四
六
解
放
創
刊

号
解
放
」
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
「
幸
徳
秋

水
文
集
号
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
発
刊
之
辞
の
中
で
山
崎

今
朝
禰
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



〔
恥
圧
〕

（
１
）
前
編
恋
愛
観
は
十
三
章

遺
言
・
帰
朝
・
誘
惑
・
山
嵩
・
空
想
・
謝
絶
・
二
日
の
旅
・
失
敗
・

幻
滅
・
試
練
・
骸
悔
・
幼
馴
染
・
約
束

後
編
社
会
観
は
十
四
章

狂
風
・
運
命
・
改
悔
文
・
行
方
・
哀
別
・
破
約
・
ひ
か
り
・
追
跡
・

救
霊
団
・
花
環
・
上
京
・
同
情
・
告
白
・
洗
礼

（
２
）
明
治
四
十
三
年
、
大
石
誠
之
助
宅
で
行
わ
れ
た
新
年
会
に
つ
い
て
、

日
本
人
名
を
ロ
シ
ア
名
に
置
き
換
え
て
記
さ
れ
て
い
る
。

沖
野
は
、
酒
を
飲
ま
な
い
と
の
理
由
か
ら
こ
の
会
合
に
呼
ば
れ
な
か

っ
た
が
、
出
席
し
た
者
た
ち
は
皆
共
同
謀
議
を
行
っ
た
と
さ
れ
た
。
出

席
者
は
、
大
石
誠
之
助
・
崎
久
保
誓
一
・
高
木
顕
明
・
成
石
平
四
郎
・

成
石
勘
三
郎
・
峯
尾
節
堂
の
六
人
で
あ
っ
た
。

（
３
）
同
題
の
短
編
集
が
大
正
七
年
十
月
、
福
永
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
な
か
に
は
「
彼
の
僧
」
や
「
山
鼠
の
如
く
」
な
ど
九
つ
の

短
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
「
蕊
明
講
演
集
」
第
一
巻
（
竜
渓
瞥
舎
一
九
九
○
・
三
）
に
は
、
「
追

記
四
月
九
日
、
同
十
四
日
、
同
一
一
十
二
日
の
三
日
に
渉
っ
て
吉
野
、

牧
野
、
両
博
士
主
催
で
、
梨
明
会
員
、
外
有
志
者
を
招
待
さ
れ
て
、
牧

師
沖
野
岩
三
郎
君
の
紀
州
新
宮
社
会
主
義
者
の
閲
歴
其
他
に
就
い
て
、

。
・
・
Ｌ
①

ｏ
ｒ

い
て
、
何
か
言
ひ
た
い
事
も
あ
る
の
だ
が
、
と
て
も
筆
の
自
由
が
無
さ
そ

う
だ
か
ら
、
何
も
書
か
ぬ
こ
と
に
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
改
訂
版
「
宿
命
」
に
お
い
て
削
除
箇
所
の
復
元
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
、
大
正
十
五
年
の
時
点
に
お
い
て
も
、
ま
だ
当
時
の
社
会
状

況
の
下
で
は
事
件
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が

最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
「
幸
徳
秋
水
文
集
号
」
の
よ
う
に
、
発
禁
や
処
分
を
覚
悟
の
上

で
出
す
と
い
う
選
択
肢
も
沖
野
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
、
沖
野
は
あ
え
て
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
沖

野
の
生
活
状
況
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
何

よ
り
も
そ
の
削
除
の
内
容
が
、
事
件
の
本
質
を
あ
ま
り
に
も
如
実
に
捉
え

過
ぎ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

沖
野
は
、
昭
和
三
十
一
年
、
軽
井
沢
千
ヶ
滝
に
あ
る
自
ら
の
山
荘
で
八

十
年
に
及
ぶ
生
涯
に
幕
を
閉
じ
た
。

し
か
し
、
言
論
の
自
由
を
得
た
戦
後
に
な
っ
て
も
、
沖
野
の
口
か
ら
そ

の
詳
細
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
削
除
箇
所
は
依
然
と
し
て
謎
の
ま

ま
で
あ
る
。



（
９
）
沖
野
の
「
宿
命
」
は
、
野
村
愛
生
「
明
ゆ
く
路
」
（
大
正
七
年
一
月

一
日
～
四
月
十
三
日
連
載
）
の
後
、
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
に
連
載
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
朝
日
新
聞
社
が
内
務
省
警
保
局
に
内
検
閲
を
依

頼
し
た
結
果
、
新
聞
紙
法
の
禁
止
条
項
に
触
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
そ
の

（
８
）
大
石
誠
之
助
（
死
刑
）
・
崎
久
保
誓
一
（
無
期
）
・
高
木
顕
明
（
無

期
）
・
成
石
平
四
郎
（
死
刑
）
・
成
石
勘
三
郎
（
無
期
）
・
峯
尾
節
堂
（
無

期
）
の
六
人
を
指
す
。

九
・
十
月
号
で
あ
る
。

ｏ
）
大
石
誠
之
助
余

連
載
が
い
っ
た
ん
見
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
大
幅
な
改
稿
が
行
わ
れ
た

結
果
、
大
正
七
年
九
月
六
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
か
け
て

「
大
阪
朝
日
新
聞
」
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
。

（
皿
）
大
正
十
五
年
七
月
十
四
日
に
沖
野
か
ら
当
時
の
帝
国
図
書
館

（
現
・
国
立
国
会
図
書
館
）
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
国
立
国
会
図
書
館

貴
重
書
（
寄
別
旧
’
㈹
）
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
ｕ
）
鳴
野
の
モ
デ
ル
は
成
石
平
四
郎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ｕ
）
太
地
常
の
次
男
。
常
の
本
家
の
養
子
と
な
っ
た
た
め
、
大
伴
姓
を

名
乗
っ
て
い
る
。

（
過
）
明
治
時
代
に
出
版
物
の
取
締
り
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
法
律
。

明
治
二
十
六
年
四
月
十
四
日
に
公
布
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日

廃
止
。

（
ふ
く
も
り
ゆ
う
い
ち
／
大
阪
府
立
旭
高
等
学
校
国
語
科
）

弦ｆ

有
益
な
る
談
話
会
が
あ
っ
た
。
毎
回
来
聴
者
五
六
十
名
に
及
び
頗
る
盛

会
で
あ
っ
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
「
中
央
公
論
」
大
正
十
二
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
。

こ
の
中
で
沖
野
は
、
桂
太
郎
・
川
上
親
晴
（
和
歌
山
県
知
事
）
・
幸
徳
秋

水
・
大
石
誠
之
助
・
金
川
誠
之
（
新
宮
警
察
署
長
）
の
名
を
挙
げ
て
い

る
。

（
６
）
「
文
蕊
春
秋
」
昭
和
二
十
五
年
二
月
号
に
掲
蔽
さ
れ
た
も
の
で
、
大

逆
事
件
に
つ
い
て
の
座
談
会
の
記
録
。

出
席
者
は
、
沖
野
岩
三
郎
・
石
川
三
四
郎
・
山
崎
今
朝
禰
・
大
宅
壮
一

で
あ
っ
た
。

（
７
）
「
回
想
の
人
々
」
は
、
「
文
蕊
日
本
」
の
昭
和
三
十
年
一
・
五
・
八
・

九
・
十
・
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
大
逆
事
件
に
関
す
る
記
述
は
、


